
16
日
投
票
と
な

る
観
音
寺
市
議
選

挙
が
、
９
日
に
告

示
さ
れ
ま
す
。

４
期
目
に
挑
戦

す
る
日
本

共
産
党
の

ふ
じ
た
均

市
議
は
、

連
日
街
頭
宣
伝
や
対
話

支
持
拡
大
の
先
頭
で
奮

闘
し
て
い
ま
す
。
市
議

選
挙
は
定
数
18
（
前
回

か
ら
２
減
）
に
22
人
程

度
が
立
候
補
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

市
会
議
員
選
挙
は
市

長
選
挙
と
同
時
に
た
た

か
わ
れ
ま
す
が
、
ど
ち

ら
の
選
挙
も
新
「
道
の

駅
」
事
業
が
大
争
点
に

浮
上
し
て
き
ま
し
た
。

事
業
費
は
78
億
円
（
そ

の
う
ち
観
音
寺
市
負
担
は
19
億

円
）
と
巨
額
で
、
「
中
四
国
最

大
」
規
模
の
「
道
の
駅
」
に
す

る
と
し
て
、
す
で
に
地
質
調
査

な
ど
の
周
辺
工
事
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま
だ

に
事
業
の
全
体
計
画
が
示
さ
れ

な
い
う
え
に
、
栗
林
公
園
以
上

の
集
客
を
見
込
む
と
い
う
計
画

に
、
「
赤
字
に
な
っ
て
市
民
の

負
担
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
多
く
の
市
民
が
疑
問
の
声
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

市
議
選
挙
で
は
多
く
の
候
補

者
が
、
新
「
道
の
駅
」
事
業
へ

の
批
判
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

が
、
市
民
の
税
金
を
く
ら
し
の

支
援
に
使
え
と
訴
え
て
い
る
の

は
ふ
じ
た
市
議
だ
け
。
国
保
税

の
引
き
下
げ
や
学
校
給
食
費
の

完
全
無
償
化
、
公
共
交
通
の
充

実
な
ど
の
政
策
へ
の
共
感
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

告
示
日
の
９
日
に
は
、
市
議

選
挙
で
何
と
し
て
も
勝
利
を
と

白
川
よ
う
子
参
院
議
員
が
駆
け

つ
け
、
午
後
３
時
か
ら
観
音
寺

ハ
ロ
ー
ズ
の
前
で
街
頭
演
説
会

を
開
く
予
定
で
す
。

高
松
市
で
２
日
、
高
松
南
部

地
域
革
新
懇
と
山
田
革
新
懇
が

共
催
し
（
香
川
革
新
懇
、
後
援
）

戦
後
80
年
文
化
講
演
会
を
開
き

ま
し
た
。

「
讃
岐
の
文
学
案
内
」
や

「
高
松
が
舞
台
に
な
っ
た
村
上

春
樹
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
」
な

ど
の
著
者
の
落
合
貞
夫
氏
が
招

か
れ
、
「
小
豆
島
の
反
戦
作
家

が
今
に
問
い
か
け
る
も
の
」
と

題
し
講
演
し
ま
し
た
。

約
70
人
が
参
加
す
る
な
か
、

落
合
氏
は
、
外
国
人
の
排
斥
を

一
部
の
政
党
が
競
い
合
っ
た
参

議
院
選
挙
や
日
本
社
会
と
若
者

の
特
徴
や
動
向
、
フ
ェ
イ
ク
や

デ
マ
を
流
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し

分
断
を
生
む
極
右
排
外
主
義
の

台
頭
に
ふ
れ
、
治
安
維
持
法
の

時
代
に
激
し
い
弾
圧
を
受
け
た

小
豆
島
出
身
の
３
人
の
作
家
の

反
戦
文
学
の
名
作
「
二
十
四
の

瞳
」
を
生
み
出
し
た
壺
井
栄
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
た
た
か
っ
た
抵

抗
詩
人
の
壺
井
繁
治
、
反
戦
小

説
の
旗
手
の
黒
島
伝
治
ら
を
紹

介
し
ま
し
た
。

【
２
面
へ
】
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女
性
初
の
エ
ベ
レ

ス
ト
登
頂
を
果
た
し

た
登
山
家
・
田
部
井

淳
子
さ
ん
を
モ
デ
ル

に
し
た
映
画
が
公
開

さ
れ
て
い
る
。
福
島

県
出
身
で
私
の
母
校

の
先
輩
で
も
あ
り
、

１
９
７
５
年
の
登
頂

直
後
に
は
中
学
校
へ

講
話
に
来
訪
さ
れ
た
。

「
苦
し
い
一
歩
も
必
ず
終
わ
る
時
が

く
る
と
思
っ
て
登
り
、
頂
上
に
着
い

た
時
は
、
も
う
登
ら
な
く
て
い
い
ん

だ
」
と
い
う
思
い
を
伺
っ
た
。
そ
の

時
の
私
は
、
山
に
登
っ
た
大
変
さ
し

か
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

後
に
な
っ
て
、
旦
那
さ
ん
と
３
歳

の
子
供
を
残
し
て
の
遠
征
、
女
性
だ

け
で
挑
戦
す
る
こ
と
へ
の
社
会
的
圧

力
、
頂
上
直
下
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
雪

崩
に
遭
っ
て
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の

隊
長
か
ら
の
撤
退
指
示
に
反
対
し
て

頂
上
ア
タ
ッ
ク
の
判
断
を
し
た
こ
と

等
、
厳
し
い
状
況
や
葛
藤
を
知
っ
た
。

晩
年
は
闘
病
生
活
を
し
な
が
ら
最
後

ま
で
山
に
登
り
続
け
ら
れ
た
生
命
力

に
敬
服
す
る
。

中
学
生
の
頃
の
私
は
部
活
に
馴
染

め
ず
ビ
ー
ト
ル
ズ
に
夢
中
だ
っ
た
が

高
校
で
は
山
岳
部
で
登
山
に
専
念
し

山
に
登
っ
て
測
量
す
る
仕
事
に
就
い

て
香
川
に
転
勤
し
た
。
あ
の
時
、
田

部
井
さ
ん
に
出
会
わ
な
か
っ
た
ら
今

こ
こ
に
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
ち
）

戦
後
80
年
文
化
講
演
会

落
合
氏
が
講
演
高
松
南
部･

山
田
革
新
懇
が
共
催

９日 観音寺市議選が告示 何
と
し
て
も
勝
利
を
必
ず
！

【
３
面
か
ら
】

年
々
減
ら
ず

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
増
加
は

全
国
的
に
も
同
じ
で
す
が
、
更

新
時
期
が
来
て
も
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
い
た
も
の
が
積
も
っ
て

き
た
の
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
事
故
が
増
え

る
一
方
で
、
ま
し
て
大
地
震
が

来
た
ら
そ
こ
ら
中
が
水
浸
し
に

な
り
、
断
水
で
復
旧
に
も
長
い

月
数
が
か
か
り
ま
す
。
早
急
に

更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

更
新
財
源
は
ど
う
す
る
？

し
か
し
、
こ
こ
ま
で
ほ
っ
た

ら
か
し
に
し
て
き
た
老
朽
管
を

大
幅
に
取
り
換
え
る
に
は
莫
大

な
予
算
が
い
り
ま
す
。
今
ま
で

の
ペ
ー
ス
を
多
少
早
め
る
だ
け

で
は
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。

水
道
事
業
の
公
共
性
を
考
え

る
と
、
憲
法
の
「
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む

権
利
」
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
水
道
法
で
は
、

「
国
は
、
・
・

都
道
府
県
及
び
市

町
村
・
・

に
対
し
・
・

財
政
的
な
援

助
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
国
の
大
幅
予
算
増
を
求

め
ま
す
。(
い
の
ち
の
水
を
守
る

会

香
川
世
話
人

堀
井
ゆ
ず
る)

市
民
連
合
＠
か
が
わ
は
10
月

20
日
の
朝
、
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
と
コ

ト
デ
ン
瓦
町
駅
前
で
街
頭
宣
伝

を
行
い
ま
し
た
。
立
憲
民
主
党

の
造
田
正
彦
高
松
市
議
や
戦
争

い
や
だ
デ
モ
の

吉
富
キ
テ
ィ
さ

ん
、
日
本
共
産

党
の
石
田
真
優

県
書
記
長
が
訴

え
を
し
ま
し
た
。

石
田
書
記
長

は
「
国
民
の
要

求
は
そ
っ
ち
の

け
の
自
民
党
と
維
新
の
連
立
政

権
」
を
批
判
し
、
「
政
治
と
カ

ネ
問
題
は
後
回
し
で
、
消
費
税

減
税
で
国
民
の
要
求
に
応
え
る

姿
は
あ
り
ま
せ
ん
。

裏
金
の
元
に
な
っ
た

企
業
団
体
献
金
の
禁

止
は
名
ば
か
り
で
す
。

国
民
の
切
実
な
願
い

を
実
現
す
る
に
は
国

民
的
・
民
主
的
な
共

同
の
発
展
に
全
力
を

尽
く
し
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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中
河
与
一
は
、
坂
出
の
医
師
・

中
河
与
吉
郎
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
た
。
丸
亀
中
学
（
現
・
丸

亀
高
校
）
か
ら
早
大
英
文
科
に

進
む
が
中
退
。
一
九
二
三
年
、

菊
池
寛
に
文
才
を
認
め
ら
れ
、

『
文
芸
春
秋
』
の
編
集
に
従
事

し
つ
つ
、
作
品
を
発
表
す
る
よ

う
に
な
る
。

一
九
二
四
年
、
横
光
利
一
、

川
端
康
成
、
片
岡
鉄
兵
、
今
東

光
ら
と
と
も
に
『
文
芸
時
代
』

を
創
刊
す
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ

は
「
新
感
覚
派
」
と
名
付
け
ら

れ
た
。
中
河
与
一
は
横
光
利
一

川
端
康
成
と
と
も
に
新
感
覚
派

の
三
羽
烏
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
。
芸
術
至
上
主
義
を
掲
げ

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
は
反
対

の
立
場
を
と
っ
た
。

中
河
は
一
九
三
五
年
十
二
月

か
ら
翌
年
四
月
ま
で
、
朝
日
新

聞
に
「
愛
恋
無
限
」
を
連
載
す

る
。
こ
の
連
載
中
に
二
・
二
六

事
件
が
起
こ
り
、
青
年
将
校
に

包
囲
さ
れ
た
朝
日
新
聞
社
へ
原

稿
を
届
け
る
こ
と
に
難
儀
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
小
説
は

第
一
回
北
村
透
谷
記
念
文
学
賞

を
受
賞
し
た
。

当
時
、
朝
日
新
聞
の
連
載
小

説
は
す
べ
て
映
画
化
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
軍
国
主
義
の
も

と
で
恋
愛
も
の
へ
の
圧
迫
が
強

ま
り
、
映
画
会
社
は
時
流
を
は

ば
か
っ
て
製
作
を
見
送
っ
た
。

一
九
六
九
年
、
実
に
33
年
ぶ
り

に
関
西
テ
レ
ビ
と
フ
ジ
テ
レ
ビ

が
ド
ラ
マ
化
し
て
放
映
し
、
よ

う
や
く
中
河
は
鬱
憤
を
晴
ら
す

う

っ

ぷ

ん

こ
と
が
で
き
た
。

一
九

三
六
年

中
河
は

私
費
を

投
じ
て

沙
弥
島

に
柿
本

人
麿
呂

碑
を
建

立
。
同
年
十
一
月
、
萩
原
朔
太

郎
、
佐
佐
木
信
綱
、
保
田
与
重

郎
ら
の
参
列
を
得
て
除
幕
式
を

行
っ
た
。
こ
の
近
く
に
「
愛
恋

無
限
」
の
文
学
碑
が
建
て
ら
れ

て
い
る
。

中
河
の
代
表
作
は
、
「
天
の

夕
顔
」
（
一
九
三
八
）
で
あ
る
。

ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
も
称
賛

し
た
恋
愛
小
説
で
、
海
外
六
か

国
語
に
翻
訳
さ
れ
、
百
五
十
万

部
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

た
。中

河
の
文
学
碑
は
、
高
松
市

内
に
も
二
か
所
あ
る
。
ひ
と
つ

は
中
央
公
園
の
国
際
交
流
会
館

の
中
庭
に
あ
る
。
ボ
ー
ド
レ
ー

ル
の
詩
の
一
節
を
刻
ん
だ
石
柱

で
、
中
河
の
染
筆
で
あ
る
。
サ

ン
ポ
ー
ト
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ミ

ケ
イ
ラ
」
の
横
に
も
二
〇
〇
四

年
に
文
学
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

碑
文
「
海
の
幾
何
学
」
は
、
随

筆
集
『
左
手
神
聖
』
の
一
節
か

ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

讃
岐
の
文
学
碑
め
ぐ
り

㉞

横
光
利
一
、
川
端
康
成
と
と
も
に
新
感
覚
派
の
三
羽

烏
と
呼
ば
れ
た

中
河
与
一
（
一
八
九
七
～
一
九
九
四
）

文･

写
真

深
沢

雨
根

市
民
連
合
＠
か
が
わ
が
朝
宣
伝

お詫びと訂正 先週の民主香川の
発行日付が12月２日となっていまし
たが、正しくは11月２日でした。


